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日頃より、私たち東北情報インフラユニオンの活動にご理解とご協力を頂き、ありがとうございます。

私たちの働く通建業界においては、全国的に重傷・軽傷を含む人身事故が後を絶たない状況です。昨年

の 7 月には交通誘導員の方が誘導中に崖から転落し死亡する事故が発生しています。他の事故について

も一歩間違えば重大死亡人身事故に繋がりかねないものであり、加えてその多くは過去に発生した事故

と同様の内容も散見される状況となっております。 

きらめき 11 月号に続き、2024 年度の下期の事故情報を共有いたします。改めて各職場でご確認頂

き作業環境にあった安全対策を実施することは勿論のこと、過去に発生した事故事例を思い出し、危険

ポイントを再確認し作業者全体で共有していただきたいと思います。 

＜2024 年度の事故発生状況（2024 年１１月～2025 年 3 月）＞ 

No 発生日 発生場所 事故の型 発 生 事 由 

1 11月11日 広島県 裂傷 
基地局までの通路確保のための草刈り/伐採作業を行っていた際に、前腕（左手首上部）
を裂傷した 

2 12月18日 東京都 接触 

チェーンソー特別教育（実習）中、片付けようとした幹に切断が不完全な箇所があっ
たため、傾斜が緩やかな場所にてハンディーソーで切断したところ、幹が被災者方向
へ転がってきた。被災者は飛び越えたが丸太から生えていた枝がふくらはぎに接触し、
負傷した 

3 12月19日 長崎県 その他 電柱立替え工事中に、使用していた穴建車が傾き、操作者が道路下に転落し腰を負傷 

4 1月11日 埼玉県 切れ・こすれ 
ビル屋上で空調更改工事に必要なコンクリート基礎工事中に、型枠を丸ノコで切断す
る際に丸ノコがキックバックし指を切傷した 

5 1月13日 大阪府 
挟まれ 
巻き込まれ 

養生材を乗せた台車を前後１名ずつ２名で運搬中、段差があった為、後ろ側の作業員
が力を入れて台車を押したところ、前側の作業員の左足に台車が乗り上げた 

6 1月28日 千葉県 激突され 

舗装本復旧工事において、バックホーのバケット（ショベル）の付着物を取り除く作
業をトラック荷台上で実施している際に、重機操作者の誤操作によりバックホーを横
旋回してしまったところ作業者と接触し、作業者が工事用トラックから地面へ転倒し
負傷 

7 1月30日 神奈川県 
挟まれ 
巻き込まれ 

ボンベ撤去作業準備にて 2 名で MH 開錠作業を実施し、MH を持ち上げた際にマンホ
ールキーのフック部がマンホールから外れ、転がし用の鉄パイプ上へ落下。その際、
鉄パイプを保持していた作業者の左手が鉄パイプと路面に挟まり負傷 

8 2 月 4 日 長崎県 墜落・転落 外壁保安器取替作業中にプラスチック屋根を踏み抜き転落 

9 2月12日 長野県 接触 
倒木撤去作業中、ケーブルを倒木からかわそうとロープで引っ張った際、ケーブルが
跳ねて当該社員の顔に当たり負傷 

10 2月21日 福岡県 転倒 
局内ジャンパ作業途中、移動梯子２段目から降りる時に梯子の段差を見誤り床面に転
倒し負傷した 

11 2月27日 東京都 墜落・転落 光配線化に伴うマンション内現場調査において、ピット内を移動中に転落し負傷 

12 2月27日 東京都 接触 
とう道用ガス室の電圧異常に伴い、局舎分電盤内を電圧測定用テスターにて調査中に、
火花が発生し左手甲にやけどを負った 

13 3 月 3 日 埼玉県 
挟まれ 
巻き込まれ 

屋上でハンドパレットトラックをクレーンから降ろした際に、タイヤ格納部に指を挟
み負傷 

14 3月21日 群馬県 墜落・転落 
立ち馬上での作業中（地上約２ｍ）に転落し負傷、地上作業員にもぶつかり地上作業
員も負傷した 

きらめき 11 月号に記載した事故を含め、昨年度は 34 件の人身事故が発生しています。過去に発生

した事故も振り返り、不安や疑問を感じた際には、立ち止まって再確認することで防げる事故が多くあ

ります。他で発生した事故についても決して「対岸の火事」と捉えるのではなく、現場に応じた安全対

策を実施することが重要です。そして、事故ゼロを目指し、基本動作の徹底をお願いしたいと思います。 
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厚生労働省は、職場における熱中症予防対策を徹底するため、労働災害防止団体などと連携し、５月

から９月まで、「STOP！熱中症クールワークキャンペーン」を展開しています。 

近年、熱中症による死亡災害は年間 30 人を超え、初期症状の放置や対応の遅れが主な原因とされて

います。事故防止を目的として、2025 年 6 月 1 日から職場での熱中症対策が罰則付きで義務化され

ることが決定しています。熱中症への理解を深めるとともに、早めの熱中症対策を行っていただくこと

が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※厚生労働省「熱中症クールワークキャンペーン」リーフレットより抜粋 

きらめき （２） 


